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　兵庫県立広域防災センターで開催され
た全国消防救助技術大会に出場した隊員
のコメントを紹介します。

第53回　
全国消防救助
技術大会

西消防署　消防士長　　香川　大也

局是記章「強実章」受賞（令和 7 年 9 月 17 日）

　この度、第53回全国消防救助技術大会「はしご登はん」訓練において全国1位入賞という結果を大阪市消防
局に持ち帰ることができました。
　これもひとえに、皆様の手厚いご支援をはじめ、家族の理解や協力があってのものです。長期にわたり、お力
添えをいただいたすべての皆様に深く感謝申し上げます。
　思い返すと、初の近畿強化隊員に選出されたのは５年前。憧れの“大阪ゼッケン”を手にした時は本当に誇ら
しく、大阪市消防局の代表としてのプライドと先人の方々が築き上げてきた救助魂や長い歴史に大きな責任を
感じ、身の引き締まる想いになったことを今でも鮮明に覚えています。
　今大会を含め、近畿大会には３度出場させて頂き、今回が【三度目の正直】。やっとの思いで全国消防救助
技術大会へとコマを進めることができました。私自身の近畿大会出場は三度目ですが、全国の大舞台でスター
ト合図を貰うまでには、８年の歳月を要しました。
　今回、その集大成を最高の結果で締めくくることができ、心の底から嬉しく思います。全国大会当日は、「凡事
徹底」、いつも通りのことをいつも通りに行うこと、を心がけました。現場活動で訓練以上の行動（攻めた動き）を
しないのと同じように１回のBESTより10回のBETTERを実践しました。
　心理的、肉体的状況を見極め、スタートラインに立つ瞬間までは、「圧倒的な自信」とそこに繋がる「根拠」を
しっかり持ちながらも、ミスに繋がる要因が残っていないかを徹底的に確認し続けたことが、今回の結果につな
がったと確信しています。
　私にとっての強化訓練は、消防人として、人として私を大きく成長させてくれる場でした。
　また、どんな困難な災害にも屈することなく、人命救助という責務を全うするために必要とされる強靭な体力と
精神力や、資器材を安全、確実、迅速に扱う技術等、消防における心・技・体を十分に養うことができる時間でし
た。
　何より、西日本最大組織大阪市消防局代表の精鋭達と共に乗り越える夏は、今後の消防人生の何にも代えが
たい財産となります。
　この経験を今後も、後輩隊員へと継承していきます。

陸上の部　はしご登はん　第 １ 位

局是記章「強実章」受賞（令和 7 年 9 月 17 日）

東住吉消防署　消防士長　髙瀬　渉

　水上の部の「基本泳法」という種目で全国１位を獲ることができました。今年は兵庫県での開催でしたので、
たくさんの方々が応援に来てくださり、関西が一丸となって盛り上がることができた大会だと感じました。
　私は、昨年、一昨年と悔しい思いをしたため、３回目の出場となる今年は、全国１位になるために今までよりも
たくさんの訓練をしてきました。誰よりも泳ぎ、日本の消防士で一番泳いだと胸を張って言えるほど泳ぎました。基
本泳法は、自身の泳力が全て、の個人種目の為、訓練は孤独で自分の気持ちと戦う毎日でした。しかし、私に
は、昨年の悔しさからの明確な目標と、昨年の大会で全国１位になった２人の先輩という大きな存在があったの
で、孤独な訓練のなかでもモチベーションを高く維持することができました。４月からの約4カ月間、全国１位に
なることだけを考え、休日も自分の泳ぎを研究したり、競泳選手、水球選手の泳ぎを真似てみたりと、大学時代と
同じような努力と青春を味わうことができました。
　本番当日は、自己ベストを更新することができず、自身の弱さも感じましたが、良い緊張感の中で訓練でき、今
後の課題も得ることができました。
　４月から始まった近畿地区指導会強化訓練では、自分の技術と知識、現場での反省、現場での冷静さ、に繋
がる、基本技術から応用技術、失敗を重ねて成功させる終わりのない努力、本番で実力を発揮できるメンタルの
強化など、現場活動でも必要とされることを学ぶことができました。
　消防人としても成長できる環境に自分がいられたこと、そして、送り出してくれた所属の方々に感謝していま
す。これからも、自己研鑽を続け、所属や大阪市民へ還元できるように、終わりのない努力をしていきたいと思い
ます。
　最後に、私たちを支えてくださった事務局の皆様、指導員、家族へ感謝しています。この全国１位は全員で掴
み取ったものだと思っています。本当にありがとうございました。

水上の部　基本泳法　第 １ 位



水上の部　水中検索救助
堤　勇樹　　難波　拓人　　松永　将信

　このたび、第53回全国消防救助技術大会に出場し、全国２位という結果を収めまし
た。これまで「日本一」を目指し訓練に取り組んできましたが、その目標には届きません
でした。しかしながら、この結果は私たちが大切にしてきた「安全・確実・迅速」を体現で
きた証であり、胸を張れる成果だと感じています。この成果を次なる一歩へつなげ、安全
文化の醸成へ寄与できるよう、今後も警防業務に励んでまいります。

　また、大会関係者の皆さま、警防課や阿倍野消防署の皆さま、そして訓練を通じて出会った仲間たちに心より
感謝申し上げます。第43回大会から今日に至るまで、長年にわたりここまで育てていただき本当にありがとうご
ざいました。この経験は私にとってかけがえのない財産となりました。いつの日か、再び何らかの形でこの訓練に
携わり、大阪救助の魂を永く伝承していく一助を担いたいと思います。

阿倍野消防署　消防司令補　堤　勇樹

　

　今回、全国消防救助技術大会に出場できたことは、自分にとって大きな挑戦であり、
かけがえのない経験になりました。当日は全国から集まった隊員たちと共に競い合い、
その場に立てたこと自体が誇らしく、胸が熱くなる瞬間の連続でした。
　ここまで来られたのは、日々の訓練を共に乗り越えてきた仲間のおかげです。厳しい
訓練の中で支え合い、励まし合い、積み重ねた時間が、本番での自信につながったと感

じています。
　そして、指導してくださった先輩方や、応援してくれた仲間、家族の存在も大きな支えになりました。誰一人とし
て欠けては成り立たなかったこの挑戦を、みんなと共有できたことを心から嬉しく思います。
　今回の経験を糧に、これからも市民の安全・安心を守るため、一層努力を重ねてまいります。

天王寺消防署　消防士長　難波　拓人

　水上の部、水中検索救助で全国消防救助技術大会へ出場させていただきました。長
期間ご支援いただいた事務局、指導員、所属の皆様大変ありがとうございました。これ
まで全国大会へは２回挑戦しましたが、全国1位への壁は厚く、「今年こそは…！」とい
う想いで臨みました。結果としては残念ながら２位で目標とする全国1位をつかみ取る
ことはできませんでした。強化訓練に参加するのは今年で４回目ということで、毎年同じ

訓練をしているわけですが、毎年学ぶことはあり、年数を重ねる毎に立場も変わり自分の役割も変わってきます。
隊員のまとめ方や訓練の雰囲気作り、組み立て方、分析など先輩から学ぶことは多く、自分の成長の余地をま
だまだ感じました。この学びを今後に生かし、次の世代へ繋げていくことも大きな役割だと思うので、大阪市消防
局の明るい未来へ向け今後も精進していきます。

大正消防署　消防士長 　松永　将信

水上の部　溺者救助
　難波　拓人　　北河　建　　長船　勇雅

　今年の近畿地区指導会・全国消防救助技術大会では、全国2位という結果以上に、
人との思いやりや繋がりの大切さを多くの場面で実感することができました。各課職員、
各指導員、共に出場した選手及び生野消防署の皆様など、数え切れないほど多くの
方々に支えていただき、心から感謝しています。
　残念ながら全国１位という形で報告はできませんでしたが、この訓練期間を通して人

との繋がりや温かさに触れることができたことは、私にとってかけがえのない財産となりました。
　また、若年層職員の方々には、日々の現場活動や訓練・業務など、覚えることが多くて大変だと思いますが、救
助訓練は技術だけでなく、人としても必ず得るものがあります。だからこそ、全力で訓練に取り組んでほしいと
願っています。
　私自身も、この経験と想いを若年層職員にも伝え、微力ながら大阪市消防局の発展に貢献できるよう、自分自
身も精進し、業務遂行に励んでいきたいと思います。

生野消防署　消防士長　北河　建

　第53回全国消防救助技術大会へ出場するにあたって、沢山の方々にご支援いただき
ました。ありがとうございました。
　私は溺者救助という３人１組で行う種目に出場しました。７月の近畿地区指導会を
勝ち抜いた後、８月からは全国大会へ向けた訓練が本格的に始まり、とても充実した訓
練期間を過ごしました。近畿地区の代表、大阪市の代表として沢山の応援と思いを背

に、本番当日は培った技術を最大限に発揮することができました。訓練期間中、共に悩み、励まし、背中を押し
合いながら成長したチームメイトとの絆は、今後の消防人生の大きな財産になると感じています。
　この訓練で培った沢山のことを、日々の消防業務、災害現場活動で最大限に発揮し、市民の期待に応えるべ
く全力を尽くします。

淀川消防署　消防士長　長船　勇雅



陸上の部　ロープブリッジ渡過

水上の部　複合検索

　私にとって、ロープブリッジ渡過は、消防学校の実科査閲の訓練で社会人として初め
て、成長した姿を地元から来てくれた両親に見せることができた思い出深い種目です。
救助技術練成会では、この訓練に励み、第５１回近畿地区指導会に出場することができ
ました。しかし、思うようにタイムが縮まらず、苦汁を飲んだ夏となりました。翌年は、予選
を通過できず、出場することができませんでした。その悔しさをバネに、毎当務のように講

堂に張った渡過線で渡り込んできました。その結果、消防士になり１０年目という節目の年で、念願の全国大会
出場が叶いました。ロープブリッジ渡過で、全国大会に出場するのは１度きり。全国1位を目標とし、訓練には
全力で取り組み、食事にも最大限配慮してきました。全国1位は逃しましたが、ベストを出し切り、後悔のない夏
となりました。
　それも応援、ご支援していただいた多くの方々のお陰です。本当にありがとうございました。

淀川消防署　消防士長　宮本　弦

　今年を最後に廃止となる複合検索での全国１位を目指した夏で、2年ぶりに全国大
会に出場することができました。私は近畿地区指導会までに一カ月を切った６月末から
訓練に参加しました。人より遅い訓練スタートのため訓練時間が人より短く、その分、今
まで以上に操法について考えました。自身の動画を何度も見返し、修正を繰り返し、その
結果、全国大会の舞台に戻ってくることができたと思います。

　残念ながら、結果は2位。あと一歩、全国１位に届かず悔しい気持ちでいっぱいです。しかし、指導員や仲間
達と救助技術の向上の為に過ごしたこの夏は、私にとって大きな財産となり、今後の消防人生で必ず役立つと
思います。この経験を現場活動や業務、後輩育成等に活かし、再び全国の舞台に帰ってきたいと思います。
　最後になりますが、この強化訓練に携わって下さった全ての方に感謝申し上げます。

水上消防署　消防士長　窪田　琢也

新障害突破

　第53回全国消防救助技術大会においての新たな「障害突破」の展示訓練は、
来年度大会に向けた安全対策の強化を目的とし、実施要領の変更点を紹介する
ものです。主な改正点は二つあります。第一に訓練隊員を1名削減し、安全対策
要員を2名増員したこと、第二に梯子登はんや緊急脱出時に確保専用ロープを
使用し、高所における安全性を一層高めたことです。

　短期間での準備ではありましたが、ロープの展張方法や収容方法について繰り返し試行錯誤を重ね、訓練に取
り組みました。来年度以降、各消防本部が新たな「障害突破」と真摯に向き合い、互いに切磋琢磨することで、伝統
ある大会がさらに発展していくものと確信しています。昭和47年から続く歴史ある大会において、その転換点ともい
える訓練展示に参加できたことを誇りに思うとともに、ご支援を賜りました皆様に心より感謝申し上げます。

東淀川消防署　消防司令補　 橘　陣大郎

阿倍野消防署　消防司令補　西村　健作 東淀川消防署　消防司令補　 橘　陣大郎

～　一般財団法人全国消防協会より感謝状を授与されました　～

天王寺消防署　消防司令補　 田中　純平 天王寺消防署　消防士長　 杉本　悠史

変更にあたっての概要
　訓練中に重大な負傷事故が発生したことを契機に、更なる安全対策の強化
を目的とした障害突破の実施要領変更が検討されてきました。
　来年の全国消防救助技術大会から変更される予定で、大きな変更点は２つ
です。
　１つ目は、訓練隊員の１名減少と、安全対策要員の２名増員。
　２つ目は、地上から訓練塔へ登るはしご登はんと、訓練塔から地上に降下す
る緊急脱出時のそれぞれに確保ロープを設定することで、高所における訓練
時の安全対策強化。
　これらの変更点についての大阪市消防局と神戸市消防局による展示訓練
が、今回の全国消防救助技術大会にて実施されました。

所属・階級は第 53 回全国消防救助技術大会当日時点のものです。
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北欧館にて実施した応急手当講習

アメリカパビリオンスタッフの徒手搬送体験アメリカパビリオンスタッフとの記念撮影
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海外パビリオン関係者と

予防担当職員

10年分の近況報告をする

再会した2人
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写真撮影ブース 未来型外套の紹介

ヘルメットに装着した赤外線カメラの体験 トリアージタグの紹介
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調査鑑識による火災予防の出前講座VRを使用した避難体験

マイナ救急の紹介

LIVE映像119の体験

胸骨圧迫体験

新猿楽「火水火水 KAMIGAMI 」の公演
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